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ハヤブザワケ・メトリ説話に関する一試案

ハヤブザワケ・メトリ説話に関する 試案
＿ イチノヘノオシハ関係伝承での登場人物とも関わって ＿

黒 田 達也＊
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             KURODA Tatsuya ＊

要    旨

 『古事記』『日本書紀』仁徳条に見えるハヤブザワケ1メトリ説話について，両者の生母に関係する氏族，説話に登

場する人物や氏族，及びこの登場人物に関係する氏族が見えるイチノヘノオシハ関係伝承を中心に検討し，蘇我臣系

による和珂臣系及びそれと関わる氏族の否定という日的を持って造作されたものであること，イチノヘノオシハ関係

伝承とのつながりを有することを指摘している。

は じ め に

 拙著『朝鮮・中国と同本古代大臣制一『大臣・大連制

についての再検討』（以下r拙瓠」）第十章で，『古事記』以下

情理『日本書細以下腕Φ等の説話・伝承を対象とし

た論考を幾本か収載し，系譜とともにそれらを史料とし

て積極的に扱うことがr大化前代」政治史研究を進展さ

せる有効な一方法たり得ることを指摘した。本稿では応

神皇子女ハヤブザワケ（幅1』は遠鰯1晩，胞1蝉聡〕易喧

子）・メトリ倹鳥王雌鳥皇女）の説話を取り上げ，登場人

物・氏族を含め，本読誘の意味及び造作された事情につ

いて検討する。

 『記』仁徳条・『紀』仁徳四十年二月～是歳条に見える

ハヤブザワケとメトリが仁徳に対して取った行為によっ

て追討を受けたという説話は，造作されたものであるこ

とは疑いがないが，皇族反乱説話として捉えられないこ

とは勿論，王者に対する抵抗と言える程のものでもなく

（目端では卿敢えず嚇刷と表動，一種独特の説話と言い

得る。しかし，登場する人物や氏族との関係等に注目す

れば，本説話造作の事情が垣間見られるように思う。し

かも，登場人物がイチノヘノオシハ及びその子オケ・ラ

ケに関わる伝承（本章ではrイチノヘノォシハ関係優酌と記す）

のそれと共通するのであり，これも含めて検討しなけれ

ばなら栓い。

具体的な検討に先立って，取り敢えず，ハヤブザワケ・

メトリ説話の『記』『紀』両書間での主な相違について記

しておこう。

a．ハヤブザワケとメトリの婚を首謀ないし主導したの

は，『刮ではメトリ，『紀』ではハヤブザワケとなっ

ている。

b．仁徳に対する「対抗」も，『記』ではメトリがハヤブ

ザワケをそそのかし，『紀』ではハヤブザワケが首謀し

たかの如くになっている。

C．ハヤブザワケ・メトリの追討者は，陶』が山部大循

遵，1紀1は吉備品遅醐と播離伯直阿徽。
d．ハヤブザワケとメトリは，『記』は単に逃げ退いて倉

椅山を経て宇陀之蘇逼で殺されたとし，『紀』には伊勢

神官を目指し，菟田の索阿山から伊勢の時代野に至っ

て殺され，度杵河辺に埋められたとある。

e．隔刮ではメトリから玉釧を取った山部大循連の妻が

豊楽の場で玉釧を繕いていたとあり，『紀』は新嘗の宴

会の場で播磨佐伯直阿俄能胡が取って妻に与えた玉を

近江山君稚守山の妻と采女磐坂媛が渇いていたとある。

I ハヤブザワケとメトリ
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 本節では，aとbの如く，『記』がメトリを主，ハヤブ

ザワケを従とするのに対し，『紀』では逆にハヤブザワケ

が主，メトリは従となっているという相違はあるが，両

者が仁徳への対抗者とされていることについて検討する。

 メトリは，丸道之比布礼能竜宮美の女官主夫河枝比売

所生備ヨ』），和珂臣祖口触の女宮主宅媛所生（槻』）で，

ウヂノワキイラッコ及び仁徳后妃ヤクの同母妹とされて
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おり，正しく和珂臣系である。臓ヨ』がハヤブザワケをそ

そのかして仁徳に対抗させる首謀者をメトリとしている

ことは，このことと関わるのではなかろうか。和珂臣関

係系譜がr天皇記」段階で変改・解体されたとみられる

ことは拙著『古代の天皇と系譜』以下期著I」）で述べた

が，メトリを首謀者としているのは同様の和珂臣系の否

定であるからである。ハヤブザワケとの婚もメトリ主導

とされているのは，この仁徳への対抗の伏線であろう。

 一方，ハヤブザワケは桜井田部連の祖鳴重根の女系丼

比売所生（臓1』），桜井田部連男組の妹糸媛所生（r鋤と

される。桜井田部遵は，「安閑紀」元年十月甲子条に見え

る桜井屯倉の田部を管掌した氏族で，．同二年九月丙午条

に「詔桜井田部連・県犬養連・難波吉士等，主事屯倉之

税」とあり，「天武紀」十三年十二月己卯条に宿禰改姓記

事が見える。始祖系譜は直接的には伝えられないが，『先

代旧事本紀』以下r旧事細）国造本紀穴門国造条に「撮向

同代朝御世，桜井田部連間祖，逼伎都美命四世孫還都鳥

命，定賜国造」とある。道伎都美命も還都鳥命も他には

見えないが，前者は『新撰姓氏録』以下r倒）左京神別

下弓削宿禰条に咄自刃押隠根命洗御手水中化生神面伎

都府也」とある爾伎都府に類似する。のみならず，「若」

「稚」が「ワカ」「ワキ」と訓まれるように，aとiとの

音転が想定されるのであり，両者は同一とみられる。

 r爾伎都府」なる名の構造としては，a rニキ十ツマ」，

b rニキ十ヅ（の）十マ」，c rニギ十ツマ」，d rニギ十

ヅ十マ」，というようなものが想定される。この場合，い

ずれであっても，「ツマ」「マ」の意味が不明である。「若」

「稚」が「ワク」とも，aとuとの音転で，訓まれるの

で，r都府」はあるいはrタマ」：r玉」＝r魂』の転詑

とみられるかもしれない。しかし，爾伎都府と道伎都美

命とが同一神ωであるとすれば，後者は「タマ」が「ツ

ミ」に転詑したものということになる。二文字続けての

音転というのは疑問ではなかろうか。少なくとも管見で

はその実例を見出し得ていない。道伎都美命をrニキ（判

タマ」の転とみることには問題があると思う。運伎都美

命は，その「都美」は，綿積神（命）や大山積神（命）の

「積」と同様，「ヅ1の〕十ミ（神霊」であり，「蓮伎の神」

という神名とみるのが良いように思う。然らば，rツ」は

体言（台形容詞語幹）と体言とを結合する語であり，奈良時

代以前には名詞の語尾の「キ」は「ギ」と濁らなかった

ので，r道伎」はrニキ」の音を表わしたものであり，禰

伎」も同様である。『録』左京神別中川工遵条のr神魂命

子多久部玉命三世孫天仁木命」，大和国神別大田祝山直条

の「天杖命子天爾支命」は，「天」を省いた神名は「ニキ」

であり，道伎都美命禰伎都府）と十数する。両者は関係

するのではなかろうか。

 一方，爾伎都府は「天神穂根命洗御手水中化生」とあ

る。この天神穂根命は，本系統の弓削宿禰が地祇に分類

され，厭日本紀』巻八街義四天恩穂耳命条所引の『山城

国風土記』にr宇治瓢木幡杜・祇社名天恩穂長根命」

とあることから，天恩穂耳尊に当たる神としてr神代紀」

第六段書第 ・第二に見える天恩骨尊，第九段一書第

六の天忍穂根尊ではなく，天恩穂長根命ともされている

（隆伯有清，1982年）。しかし，『録』でr地祇」に分類され

ている三十氏（分氏氏族も含む〕の祖は，大国主命・海神・

神知津彦命（撒津彦命）が殆どであり，例外はこの天恩穂

柏諭と，吉理貧車の｝祖カロ彌訂比カ0尼肺国神男1』、r神武紀」即位前

条の井地及び国栖の祖石穂綿榊（姉咽神別、同条の石押分）

である。名にr天」を冠していることからしても，天神

穂根命にせよ天恩穂長根命にせよ，天神であり，天恩穂

耳尊に当たるとみるのが良いと思う。木幡杜が，祭神が

天神であるにも拘わらず，『山城国風土記』で「祇杜」と

されているのは，木幡杜が元来当地宇治郡木幡郷の神を

祀る祇杜であり，後に祭神が天恩穂長根命とされたこと

によるとみることができる。イザナギ・イザナミから生

まれた神にも地祇とされているものがあり，アメノオシ

ホミミはヒコホノニニギの前に地上に降った神とされて

いたことが想定される（黒田，1994年）ので，そのr洗御

手水中化生神」が地祇とされても不審どばし得ない。

 爾伎都府・逼伎都美命にはアメノオシホミミ系とカミ

ムスヒ系との二つの系統が知られるということである。

アメノオシホミミは本来名臣系とみられ鶴田．1脳年），

また，磯城県主（黒田，1999年）等のように名臣系から他の

系統に変わっている氏族が知られることからすれば，選

伎都美命と関わる穴門国造や桜井田部連は元来名臣系で

あり，後にカミムスヒ系に変わったとみることができる。

 ところで，「ニキ」とは何であろうか。形状言で穏やか

さを表わすr和」とみれば，rニキツミ」はr神功紀」摂

政前仲哀九年九月己卯条の「和魂」に通じるようでもあ

るが，この「ニキ」は，通常，名詞に冠されるものであ

り，『ツ」は不要である。地名と考えればどうか。「天武

紀」五年是年条にr将都新城」，同十一年三月甲牛朔条に

r命小紫二野上及宮内官大夫等，遣予新城，令兄其地形。

価将都夷』とある噺城」を『大和志』は大和郡山市新

木（添下醐としているが，名臣に関わる田原本町多（十市

醐の北隣にも新木がある。「天武紀」の新城がいずれで

あろうと，またこれら以外であろうと，名臣の本拠地に

接して新木があることは，名臣系と援伎都美命・爾＝伎都

府・アメノニキ及び穴門国造・桜井田部連との関係を示

しているように思える。このことに関わって爪工遠祖の

r多久部玉命」価馳和泉国糊帆工連条にはr神魂命男多久豆王

命」）なる神名について触れておきたい。

 多久部（豆）王命はrタク十ヅ十タマ」という構造で，

「タク」の「タマ（馳」という意味であろう。「タク」は，
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「神代紀」第九段に局量産霊尊の女で天恩穂耳尊の妻と

ある楮幡千千姫（本文）・拷幡千千姫萬幡姫命←識六）・

天萬袴幡千幡姫←書第七・第八）や，「雄略紀」元年三月

足月条で雄略皇女稚足姫皇女の更名として注記される拷

幡姫皇女の「拷」ではなかろうか。衣料や紙の重要な原

料である袴を象徴した神名とみるのである。この多久部

（豆）王命を祀ったとみられるのが『延喜式』神名上の大

和国葛下郡所載の石園坐多久虫（豆の誤写とみられる〕玉神

社である一現在の石園坐多久頭三神社（桶高田市片塩町）の周辺

は葛城山脈北部の東蟹であり，袴を象徴した神が祀られる場所として不

都合は柵』。タクバタチチヒメ等は，アメノオシホミミ

との関係から，多目との関係が考えられるものである（黒

田，1gg4年）。タクッタマも，r梼」を通じて，多目とつな

がることが想定されるのであり，爾伎都府1選伎都美命

の「ニキ」を通して推測した穴門国造・桜井田部連の多

目系からカミムスヒ系への変更は，このタクッタマを通

しても窺えることになる。

 爪工連がタクッタマを祖としていることについては，

和泉国神別に「雄略天皇御世，造紫藍爪，井奉饒御座。

価賜爪工連姓」とあるように，紫蓋爪を造り天皇の座を

飾ることを職掌としたが，蓋爪働，衣鋤は織物で作る

ので，緒を扱ったこととの関係が考えられるかもしれな

い。また，大田祝山直が，爪工連との同和関係を通じて

ではあるが，タクッタマにつながるのは山部の管掌と関一

わることは推測に難くない。山部は山の管理が職掌であ

り，山の産物も当然対象になったとみられるからである。

大田祝山直は，大和国葛上郡多太沖杜の祝で山部を管掌

したものとされている（樹白布清，1982年）が，r大田祝」

をr大田居伺≡の祝」の意とすれば，三輪山西麓・箸墓古

墳周辺の城上郡大田庄の地域を本拠とし，大神神社など

に関わった祝で当地城の山部の伴造と解することも可能

ではなかろうか。この地域は名臣の本拠及び祖天爾支命

の「ニキ」とさほど離れていず，系譜関係においては，

葛上郡よりも，むしろ相応しいと言い得るように思う。

桜井岡部連は，穴門国造の祖先系譜等を通じて，カミ

ムスヒ系や名臣系との関係が想定されるということであ

る。桜井屯倉は一般に河内国河内郡桜井郷周辺とされて

いるが，桜井田部連が本来名臣と関わるとみられること

からすれぱ，名臣の本拠十市郡の桜井庄は無視し得ない

のみならず，有力な候補地である。「田部」を氏名とする

氏族で始祖系譜が伝えられるのは，ニギハヤヒ十一世孫

物部小前宿禰連公を祖とする囲部連と十四世孫物部倭古

連公の後衛依羅田部連（r旧事紀』天孫本紀）である。『出雲

国大税賑給歴名帳』に出雲臣の一族とみられる田部臣（出

望郷朝妻勤，大宝二年『豊後国丁里戸籍』に田部勝が見え

るので，国造を含む地方族長が当該地域の田部を管掌し

たことは明らかであるのみならず，それが一般的であっ

たと推測される。『続回本紀』神護景雲二年九月戊戌条・

宝亀二年閨三月乙巳条に見える田部直息麻呂も，『坂上系

図』所載『録』逸文に倭漢直系とする岡部忌寸の系統で

はなく，あるいは直姓国造の後商かもしれない。また，

大田部も田部の一種とすれば，大伴連系の大田部遵（r古

屋豪家譜』，隙』右京神別上の大伴大田宿禰はこれが改姓されたものと

みられる）と中臣連系の中臣大団連（脚摂津国潮1Dも田部

の伴造とみられるが，いずれの屯倉に関わるかは不明で

ある。なお，中臣連は和同氏系であり，大伴連も和珂氏

系と関わりを有していた（黒田，2009年、2010年）。

 中央の桜井屯倉と依網屯倉1r仁徳紬四十三年九月度・子条・

「皇極紀」元年五月条、摂津国住吉郡大罪郷・河内国丹比郡依羅郷・同

三宅郷）にはそれぞれの屯倉の田部を率いる伴造が存在し

たが，両屯倉以外には個別の田部の伴造は知られない。

部民制や屯倉制は和珂臣が推進したと考えられる（拙著皿

第三車）ことからすれば，中央ではr般的には物部連系の

田部連が諸屯倉の田部を統括したことも想定し得ないで

はないが，その一方で「天孫本紙では複数の者が同一

氏族の祖とされてもいるので，r田部連」はr依羅」が欠

落したものという可能性もある。ともかく，両屯倉は例

外的存在であったかの如くである。依網屯倉の囲部の伴

造は，取り敢えずは，物部連との関係でr天孫本紀」に

伝えられることになったに過ぎないとも言えるが，桜井

囲部連は，多数の屯倉の一つである桜井屯倉の田部の伴

造でありながら，連姓であったのみならず宿禰に改姓ま

でされている。r安閑紀」二年九月丙午条のr詔桜井田部

遠・県犬養連・難波吉士等，主事屯倉之税」という記述

は，三氏に諸国から送られてくる屯倉の税を管掌させた

ことを意味するのであろう。桜井田部連は，桜井屯倉の

田部の伴造であるとともに，全国の屯倉の税を掌る重要

な役目を担っていたのであり，これにより連姓・宿禰姓

を有したと看倣される。しかし，桜井屯倉に関わる氏族

がそのような役目を有した理由も考える必要がある。そ

れは桜井屯倉の重要性に関わるのではなかろうか。

 重要な屯倉として想起されるのは，r仁徳紀」則立前条

に，応神死後，菟道織β子と大観鵜尊とが皇位を譲り合

っていた時に，「額田大中産皇子将掌倭屯田及屯倉，而謂

其屯田司出雲臣之祖沸芋宿禰日，是屯田者自本山守地。

是以今吾将治島爾之不可義……因〔大観鵜尊〕間倭

屯田。〔倭直和麻呂弟著子籠〕対言，伝聞之，於観向玉城

宮御宇天皇之世；科太子大足彦尊，定倭屯田也是時勅

旨，凡倭屯田者母御宇帝皇之屯田化。其難帝皇之子，非

御手着不得掌免是謂山守地非之也」などと見える倭屯

倉である。倭屯田や倭屯倉は天皇の直轄地とされている

ので，それだけに大和・河内に設置されたもののなかで

もとりわけ重要な位置を占めるとみられる。この倭屯

倉・屯囲の所在地については，r倭」が大和国を意味する
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ならば喉国」とあるべきであり，「倭」からは大和国城

下郡大和郷周辺が想定されるが，倭屯田司が出雲臣の祖

源宇宿禰であることを勘案して，大和郷から現桜井市の

出雲（城上醐辺りにかけての地域と看微される僻俊男1鰯

年は出雲庄を想鮒る）。桜井屯倉は，十市郡桜井庄周辺にあ

ったとすれば，また出雲と桜井とがさほど離れていない

ことからすれば，倭屯倉と重なり合うと言い得るように

思う。倭屯倉が桜井屯倉ではないかということであり，

r倭」が国名でもあることから，桜井屯倉と呼ばれるよ

．うになったことも考えられる。この屯倉の田部の管掌氏

族が諸国の屯倉の税を主事するというのは自然ではなか

ろうカ、

 屯倉の税を，桜井田部遵とともに，主事した県犬養連・

難波吉士について見ておこう。県犬養遵は『録』左京神

別中県犬養宿禰条に「神魂命八世孫同居大都命之後也」

とある。阿届太都命は開化曾孫・同子坐王孫・大俣王子

とされる曙立三個化記」）及び額田部湯坐連の祖天津彦

根命子明立天御影命。剛左京襯1旧と通ずる名である。

ヒコイマス欄』は彦蛭）は和珂臣系であり，オホマタ

は春同之中若子（剛・春日臣仲君（閑』）の女オミナゴ

所生の敏達呈子オホマタ（大俣玉大派皇子）の染上である

（拙著I第二章一）から，曙立王は和珂臣系である。額田部

湯坐遠祖の天御影命は「開化記」の「近淡海之御上祝以

伊都玖天之御影神」と一致するとみられるが，後者の女

はヒコイマス妻息長水依比売であり，和珂臣とつながる。

県犬養連は，屯倉の税の管掌に関わった事情としては犬

を使っての税の警備というような想像しかできないが，

和珂臣と関係するとみられる。なお，曙立王は「垂仁記」

に倭老師木登美豊朝倉曙立王と名を賜われ，弟菟上王と

ともに本牟智和気御子に副えて出雲の大神のもとに遣わ

されたとある。曙立王に付される師木は磯城，朝倉は三

輪山の南の地域であり，登美も添下郡のみでなく三輪山

南方で朝倉の西にもある地名（鳥見山や舳と関わる）である

ことからすれば，曙立王は，系譜は和珂臣系であるが，

三輪山麓周辺とも関係することになる。また，出雲大神

との関係でも，曙立王とご論とのつながりが窺われる。

 難波吉士は「吉士」のみでも『紀』に現われ，草香部

吉士は，「雄略紀」十四年四月甲午朔条に「求難波吉土日

香々子孫，賜姓為大革香部吉土」とある。吉士姓は他に

同蒲吉士と二毛吉士とが知られる。両氏と難波吉士との

関係は伝えられないが，同じ吉士姓であるとともに，肩

鷹吉士は外交で，三宅吉士は屯倉との関係で難波吉士と

共通するのであり，本来同族であったと考え得る。黙る

に，『録』では難波吉土・革香部吉士それぞれの後商とみ

られる難波忌寸（r天武紀1には鰍吉士への連賜姓は見えないが，

十年正目下丑条に革香部吉士大形への難波違賜姓が見えるので，難波吉

士への違賜姓も行われたとみられる。十四年六月甲午条に忌寸胴圃’

草香遵（r天繭阯十二年十月己未条に章壁吉士に連賜蝿を河内国

皇別に載せ，前者は「大彦命之後也」とはするものの，

崇神朝で蝦夷を治めに遣わされる時に兎田墨坂で得た嬰

児倣人して得彦宿禰）を祖とする如く記し（但しr異説並樹

ともある），後者は「阿閉朝臣同和。大彦命男紐結命之後

也」とする。難波吉士は，三宅吉士が改姓されたものと

みられる三宅連（r天武紀」十二年十月己未条に賜姓）がr垂仁

紬末尾で「応神記」が天之日矛四世孫とする同道間守

を祖とするとされ，『録』右京諸蕃下・摂津国諸蕃には新

羅国王子天同梼命の役とあることから，新羅系と看敵さ

れるが，大彦命系と関係を有したことにより，河内国皇

別難波忌寸条・日干違条の如き伝も生じたのであろう。

難波吉士は，外交での活躍が伝えられることから，「宣化

紀」元年五月辛丑朔条に，天皇白らも含め，蘇我大臣稲

目宿禰・物部大連衡鹿火・阿倍臣に命じて屯倉の穀物を

運ばせて宮家を那津の口に修造させることなどが記され

たとあるような対外的関係や，渡来系とみられることか

ら，「敏達紀」三年十月雨申条の「遣蘇我馬子大臣於吉備

国，増益白猪屯倉与田部。即以回部名籍，授干白猪史鵬

津」に見える「田部名籍」の如きものの管轄というよう

な役割が考えられる。

 屯倉の税を管掌したものは，桜井田部違は本来名臣と，

県犬養連は和珂臣とそれぞれ関係し，難波吉士は渡来系

ではあるものの大彦命系と関わっているが，大彦命は元

来は和同氏系である（拙著I第＿章こ，拙罰第十章皿）。カミ

ムスヒ系の県犬養違と和珂臣との関係からすれば，タカ

ミムスヒ系に変わった桜井田部連も和珂臣系と関係した

とみられように思う。物部連系の田部連・依羅田部連が

知られることも参照される。然らば屯倉の税を主事し

た氏族は全て和珂臣と関係することになる。

 メトリは和珂臣系，ハヤブザワケは本来名臣系ではあ

るが和珂臣系とも関係を有したことが想定される桜井田

部違の女所生であり，和理氏系と関係するということで

あるが，王統譜における本来性はどうか。

 ハヤブザワケ・メトリ以外の王族で鳥に関わる人名は

オホサザキに徳景行鰍ナヵツヒメ所生）一・ネトリ忙猶局母

弟）・ワカサザキ（武烈，雄艘女ヵスガノォホィラッメ所生）で

ある。景行・応神・仁徳は，「天皇記」・段階で父・子・孫

として，元父子とされていたオボタラシヒコと〔ホムタ

ノ〕オシロワケとから，後者がオシロワケ・ホムタワケ・

オホサザキに分立され，オシロワケがオボタラシヒコと

合体されて成立したものであり，オホサザキは武烈の名

ワカサザキから造作されたと考えられる（拙著I第一章五，

顯，1制年附論）。オホサザキの「雀（鶴鵜）」が朱雀，

ネトリのr根』がr根因」のr根」とすれば，ネトリは

「根因の鳥」という意味で，オホサザキ（朱雀）と対照

的な人名であり，オホサザキとの関係で同母弟として造
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作された可能性が見出される（黒田，1996年附謝。ワカサ

ザキのみが実在の人名とみられるということである。

 メトリの同母兄ウヂノワキイラッコは「宇治の若い男」

という普通名詞的人名で本来は武烈の通称の可能性があ

り（鯛，1998年附諭），姉ヤクも欽明皇子ヤクの染上で，

和珂臣系によって形成された欽明～敏達段階の王統譜に

はオシロワケの兄とされていたことが想定される（拙著1

第一車六〕。メトリも牝鳥を示す普通名詞的人名で実在牲

に乏しいことは言うまでもないが，ウヂノワキイラッコ

が和珂臣と密接に関係した宇治を名とするもの，欽明皇

子ヤクは和珂臣と系譜的関係を有する息長君出自ヒロヒ

メ所生であるのに対し，和珂臣との関係を示唆する人名

でもない。このような人名の造作が和珂臣系によってな

されたとは考え難いのであり，ハヤブザワケが仁徳に対

抗したとされていることとの関係を想定するのが良いの

ではなかろうか。

 『紀』に，ハヤブザワケがメトリにr敦捷鰭鵜与隼焉」

と語り，メトリが峰捷也jと日ったとあることは，ハ

ヤブザワケがサザキより大きく飛ぶのが遠い鳥を示すた

めに造作された人名であることを示しているようでもあ

る。ハヤブザワケは遠く飛ぶ鳥の代表としての隼を人名

に用いたものであることは容易に推測し得るが，仁徳へ

の対抗者の名として作為するならば，仁徳の名には『フ

ケ」が付されていないので，「ハヤブサ」だけで事足りる

のであり，殊更にrフケ」を付す必要はない。ハヤブザ

ワケは，作為による人名であるとしても，仁徳への対抗

者として造作されたものとは言い切れないように思う。

 『記』『紀』系譜に基づき∫フケ側・和気等）」を称す

る王族と葛城系とが密接に関わるとする通説は今や成立

し難く，葛城氏系后妃の多くはr天皇記」段階で変改さ

れたものであり1黒田，1卿年），「フケ」は，人物・氏族

のいずれも，多かれ少なかれ和珂臣に関わるとし柱けれ

ばならない1黒田，2006年）。しかし，元より葛城系とされ

ていた「フケ」王族があることは事実であり，名臣系と

される者もいたようである。

 景行・応神・仁徳成立前の欽明～敏達段階の王統譜で

は，〔ホムタノ〕オシロワケはオボタラシヒコ（多目系〔オ

ホ〕抑トヒコと和理由系ヒハスヒメの子）とオボタラシヒメ（ヒ

コイマスと葛城之高額比売の子）との間の子で父母いずれも和

珂臣に関わる（黒田，1998年〕。その子とされていたとみら

れるrフケ」王族としては，取り敢えずは，イザホワケ・

ミヅハワケと，幅越で開化皇子とされているハッラワケ

健豊波立曜和気）を挙げることができる。当段階で，イザ

ホワケは葛城之野伊呂売所生，ミヅハワケ・ハッラワケ

はイバノヒメ所生であるが，このイバノヒメは宣化皇女

で欽明后であるイシヒメ（イバノヒメ）の染上とみられる。

また，履中妃クロヒメ，市辺押磐皇子妻黄媛（順宗紬）

も葛城系ではなく和珂臣系であり，後者は継体妃・和珂

臣河内女藁媛㈱』、岡』陣賠之波延比売とあるのが改作である

ことは拙著I第一章四）の染上である。更に遡っては，ミヅ

ハワケ・ハッラワケ生母は『紀』が景行妃とする阿倍氏

木事女高田媛であり，この木割況睨の父丸道之許碁

豊臣（臓珊・大宅臣祖木事（腋④と同一人であるが，こ

れらは本来名臣系とみられる（以上調，1蜥年）。イザホ

ワケとミヅハワケ・ハッラワケはそれぞれ葛城系と名臣

系とされていたということである。

 以上のような事情と桜井田部連が多目と元来関係を有

していたこととを勘案すれば，ハヤブザワケは，和珂臣

とではなく名臣との関係で，〔ホムタノ〕オシロワケの子

として位置付けられたとみるのが良さそうである。イザ

ホワケ・ミヅハワケ・ハッラワケが稲穂・葉に関わる人

名であるのに対し，鳥の名に基づいた人名が〔ホムタノ〕

オシロワケの子とされた事1青は不明とせざるを得ないが，

桜井田部連との関係で注目される人名がある。それは，

前述の「国造本紐が景行朝で穴門国造と定めたとする

還都鳥命である。これは正しくr遠く飛ぶ鳥」という意

味の人名であり，穴門国造は桜井田部遵と同和であるか

ら，人名の意味するところ及び系統ともに，ハヤブザワ

ケと通ずると言えるからである。現状では憶測ではある

が，ハヤブザワケは還都鳥命が名を変えて王統譜に位置

付けられたものの可能性がなくもないのではなかろうか。

然らば，それは桜井屯倉の重要性に関わるとみられるの

であり，前述の「倭屯倉・屯剛を桜井屯倉とする想定

を傍証するようにも思う。

 ハヤブザワケ・メトリ説話に登場する地名について。

倉椅山幅』）は桜井市倉橋什市酬，蘇通（制）・素阿山

（腕』〕は宇陀郡曾爾村，『紀』の時代野は不明であるが，

二人を埋めたとする慮杵河辺は伊勢国志郡家城荘に関

わるともされる。倉橋から會爾，一志郡を経るノトトは

大和国から伊勢神官へのつの幹線であり，仁徳の難波

高津宮からの地名は出てこないが，大和国からの逃亡経

路としては自然である。倉橋は多目の本拠の東南方に位

置するので，本来は多目との関係が考えられる経路であ

る。しかし，和同氏系は，大神（・大震）の祭祀にイカガ

シコヲが関係しているように，奈良盆地凍南部も勢力下

に置いた時期があり，一志郡は春日臣同和壱師君（r孝明

証）の本拠でもある。また，「度杵」は「イホキ」と訓め

るので，五百木部（伊福部）との関係が想定される。その

中央伴造五百木部（伊福部）違は和同氏系である尾張連の

系統価鰯左京潮11下・大和国襯1伊1融陥禰条，大和国潮1伊福部

遵条，河内国棚■伍直木部連条，『旧事紀』天孫本紀）である。

 要するに，ハヤブザワケとメトリの仁徳への対抗説話

は，ハヤブザワケに関係する氏族や説話に登場する地名

には名臣との関係も窺われるが，和珂臣系を否定するな
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かで造作されたものとみられるということである。

1Iハヤブザワケ・メトリ説話の登場人物

 本節では仁徳やイバノヒメ以外で，追討者などとして

現われる人物について見ておきたい。

〈山部連人楯＞

 山部は後述する狭々城山君のような各首長に率いられ

て山の管理に携わったものであり，山部連は，各地から

送られてくる山からの収穫物を中央で管掌したものとみ

られる（岸俊男，1986年）が，天武十三年十二月に宿禰に改

姓されていることから重要な役割を有していたことは推

測されるものの，始祖系譜は伝えられない。但し，山部・

山守部と関わるとみられる山守は『録』摂津国皇別に「垂

仁天皇皇子五十目足彦命之後也」とある。イカダラシヒ

コは山代之大国之淵女苅羽田フ］弁所生（脚），山背苅幡

戸辺所生（r鋤の垂仁皇子とされるが，生母は和珂臣系

であり，イカダラシヒコ自体和珂臣系によってイカヒコ

から分立された人名である1拙著I第一章二・第二軍ヨ。仙

部連人楯」なる人名との関係で誰しも想起するのが，針

間国之宰山部連小楯（r清鰯」），播磨国司山部連先祖伊与

来目部小楯（r清鞠」二年十一月余r顕宗紬鮒揃粂同元年四

月丁未条に更名蟹楯，来日部から山部連賜贈，針間国之山門領所

造山部連少楯臓慶国風土記』美裏部劇である。来日部は，

畷』大和国皇別にr柿本〔朝臣〕同相。天足産国押人命

五世孫大難波命之後也」とする久米臣を通じて，和同氏

系と関係する保田，2009年）。小楯が伊予来日部から山部

連に改姓されたという『紀』の記述例言緑性等はともか

く，山部連は，来日部を介しても，和珂臣系とつながる。

〈吉備品遅部雑録＞

 品遅部は垂仁皇子ホムツワケに関わる名代とみられる

もの一→㈹まそれに関わる皇族の存在を示すために設置されたと

みられるものもあり．必ずしもそれに関わる王族の実在性を示すもので

はなL』であり，中央伴造は，n臣事紀』天皇本紀開化

条末尾に崇神・彦坐王の弟，武歯頬命の兄として彦蒔賛

命を記し，r品予舘晴等軋産湯産隅命」と注しているも

のの，必ずしも明確ではないが，各地に分布が知られる。

 「開化記」にヒコイマス四世孫息長同子王の後商とさ

れる吉備品遅君はr国造本紀」にr志賀高穴穂朝，但遅

麻君同和，岩角城命三世孫大船足尾定賜国造」とある吉

備品治国造である（黒田，2008年〕。吉備品遅部雄聰は，品

遅部であり，吉備品遅君や吉備品治国造と一致するわけ

ではないが，吉備品遅君・吉備品治国造は本来品遅部の

地方伴造等で品遅部の管掌に関わったものとみられるこ

とから，和同氏系と関係することは言い得ると思う。ま

た，『粟鹿大神元記』に，大日ヨ々禰古命子大多彦命に「吉

備晶治部・葦浦君等上祖着実」，その子大主命に「品治部・

葦浦君等先祖実」とある。この吉備品テ舘β・品亨舘肱，

葦浦君の前に記されているので，「君」が省略されたもの

である可能性がある。吉備品遅部君の本拠備後国品治郡

に西接する葦囲郡に葦浦郷があるので両氏が同祖とされ

ていることには根拠があると思う。葦浦君が『録』和泉

国皇別に「大春目同相。天足産国押人命之後也」とある

葦占臣と関係するとすれば，葦浦君を介しても，吉備品

遅部君は和珂臣系となる。『粟鹿大神元記』は三輪系系譜

であることからすれば両氏には三輪系という祖伝もあ

ったかの如くであるが，「開化記」が目子坐三四世孫大多

年坂上を祖，r国造本紀」が彦坐三五世孫船種足尾を祖と

する但馬国造も同じ系統とされているので，r崇補記」に

意喜多多湿古の父として中臣連の祖タケミカヅチと同名

の建餐槌命が見えるのと同様，和同氏系と三輸系と一の関

係が反映されたものとみられるのであり，両氏が本来三

輪系であったとすることはできない。

＜播離伯直阿俄能胡＞

 『録』右京皇別下佐伯直条には，「景行天皇皇子稲背入

彦命之後也男御諸別命，稚足彦天皇諮成務御代，中

分針間国給之。彷骨針間別。男阿良都命一名伊許自別誉

回天皇為定国堺車駕巡幸到針間国神崎郡瓦村東闘（山

岡）ム干暗青菜葉自闘（蝸）辺川流下。天皇詔応川上

有人也。彷差伊詐白別蛉柱間。（中■各）伊許自別命以状後

秦。天皇詔日，宜汝為君治之（＝鱗）。即賜氏針間別佐

伯直（注記■各）。爾後至庚年年，脱落針間別三字，偏為佐

伯直」とある。これは「景行細四年二月甲子条で稲背

入彦皇子が播磨別の祖とされていることと一致する。ま

た，r国造本紀」針間国造条にr志賀高穴穂朝，稲背入彦

命孫伊許自男蛉定賜国造」とあることも，御調1蛉と伊

許自別命との相違は見られるが，『録』と共通すると言い

得る。

 一方『播磨国風土記』神剛郡名駝星条に「品太天皇巡

行之時，大御伴人，佐伯部等始祖阿武乃古，欲請申此土」

などとある阿武乃古は，播離伯直阿俄能胡と同名であ

る。「佐伯部等始祖」とあるが，佐伯部は，『録』佐伯直

条に，蝦夷をr後改為佐伯」とあるように，服属した蝦

夷の称であるから，応神のr大御伴人」としては佐伯直

が相応しいとすべきかもしれない。ともかく，両アカノ

コは同一人とみて良いであろう。『録』等との相違は，阿

武乃古が播磨を得たかの如くであることである。播磨佐

伯直阿俄能胡は，「針間別佐伯直」とは記されず，また前

記のような伝の相違はあるが，佐伯（佐伯部）は播磨国の

他，阿芸・阿波・讃岐・伊予各国に分置されたと『録』

及びr景行紬五十一年条にあることから，r播磨佐伯直」
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は単に国名が冠された表現と看倣されるので，針間別佐

伯直と関係する者とみられる。

 「景行紀」五十五年二月壬辰条に豊城命の孫彦狭鳴王

を東山道十五国都督に拝したが春日穴咋邑で病死し，五

十六年八月条にその子御諸別王が東国に派遣されて蝦夷

を平定し，子孫が今も東国にいるとある。この毛野族の

祖御諸別王と『録』が佐伯直の祖とする御請別命とは同

名であるのみならず，蝦夷と関係していることでも相通

ずる。佐伯直は，本来，毛野放と同和関係にあったこと

が想定される。このことは，「国造本細に針間鴨国造に

ついてr志賀高穴穂朝御世，上毛野〔国趨向祖，御穂別

命児市大児蛉定賜国造」とあり，佐伯直（針魍造）と同

じ播磨国債茂醐に関わる針問鴨国造が毛野放と同祖と

されていることによって，傍証されるようでもある。毛

野放は，トヨキイリヒコを祖とする前，ヒコサ派がヤ

マトタケルの子で和同氏系と関係を有するかたちで位置

付けられていた（拙著I第二章二〕。阿俄能胡も和同氏系と

関係する者ということになる。但し，ミモロワケは本来

名臣系とみられる（拙著醐十和）とともに，関東から東

北にかけて名臣系国造が少なからず分布する（黒田，2㎝7

年）ので，毛野放・佐伯直は本来名臣系であったことも

考えられる。

〈近江山君稚守山，采女磐坂媛＞

 近法山君は他に見えないが，r山」を氏名に有する氏族

として，前記の大田祝山直以外では，『記』に①天神帯同

子命を祖とする都怒山臣，②山代之大国之淵女苅羽田万

弁所生の垂仁皇子落別王（脱』は湖1腕と記し山背苅幡戸弁所

生とする）を祖とする小月之山君，『細に③孝元皇子大彦

命を祖とする狭々城山君が見える。前者に関わる氏族と

して『録』左京皇別下に小槻臣が見え，「同天皇（郵二）

皇子於知勇蛉之後也」とある。後着は佐々貴山公として

『録』に見え，「阿倍朝臣同視」（左京刷上），「同上」（摂

津国皇別，高橋朝臣条に「阿倍朝臣同和大彦命之後也』）とある。

その他『録』に，④「内臣同和味内宿禰之後也」とする

山公㈱国朗⑰，⑤「石上朝臣同相。神饒連日余六世孫

伊香我色男命之後也」とする長谷山直1大綱糊⑪，⑥唾

仁天皇皇子五十同足顔怜之後也」とする山公（和魎皇

別，⑦r天御影命十世孫山代根子之後也」とする山直

（摂津国初1皿，⑧r天穂日余十七世孫目古會乃己呂命之後

也」とする山直（和泉国潮1D，⑨r火明命十一世孫尾張握

主都久代命之後也」とする山首（未定離鱗国）が収載さ

れている。

 以上九氏の中で近江国を本拠としたことが明確である

のは，近江国栗太郡小槻大社・小槻神社の所在地と蒲生

郡篠笥郷とにそれぞれ関わる小月之山君と狭々城山君で

あるが，①都怒山臣も近江国高島郡角野郷を本拠とする

ものかもしれない。⑤長谷山君は大和国城上郡の長谷山

（泊測・初測）に関わる。山公とのみ記されるものは，

④は山城国宇治郡や同久世郡宇智郷を本拠とした内臣

（峰元記』に山代内臣）と同和であることから山城国，⑥は

「垂仁記」に五十同帯日子王の後商とある春日山君とみ

られるので大和国添上郡春日，⑦は祖名山代根子から山

城国，というような本拠が想定されるが，⑦は天御影命

が「開化記」の「近淡海之御上祝以伊都玖天之御影神」

と通ずることから，近江国とのつながりも想定される。

⑧⑨は不明とせざるを得ない。近江山君は，本拠からは，

小月之山君・狭々城山君その他のいずれか，またそれら

とは別氏がということについては明確にはし難い。説話

伝承から見てみよう。

 近江山君稚守山は，ハヤブザワケ・メトリの討伐に関

わってはいないが，その妻が播離伯直阿俄能胡の妻の

玉を手に縫いていたとあり，討伐者との関係が暗に示さ

れている。『記』がメトリの玉釧を手に糧いていたとする

のはハヤブザワケ・メトリの討伐者山部連人楯の妻であ

るが，大循は，イチノヘノオシハの子オケ・ヲケ二王を

播磨で発見した小楯の兄の如き名である。また，権守山

の妻と同様に玉を手1⑬、ていた采女磐坂媛の「磐坂」

は，イチノヘノオシハの他の表現である磐阪市辺押羽皇

子（r履中紀1元年七月鍬〕・磐坂皇子（r顕宗緬元年二月越

剣のr磐坂」と一致する。イチノヘノオシハとの関係

では，その殺害と埋葬に関わって，淡海佐々紀山君之祖

名韓常（r安鰯」r顕宗詞）・狭々城山君韓常宿禰1「榔紬

鮒1前条，r顕宗網元年五月条〕，狭々城山君祖倭常宿禰（r顕

宗紀」元年二月足月条・同五月条）が見える。ハヤブザワケ・

メトリ説話はイチノヘノオシハ関係伝承と関わる如くで

あり，近江山君は狭々城山君と考えられると思う。狭々

城山君の相大彦命は現系譜では穂積臣出自のウヅシコメ

所生の孝元皇子であるが，これに先立っては穂積臣出自

弟橘媛所生のヤマトタケル子とされていたことが想定さ

れるのであり（拙著I第コ巨二），狭々城山君は和同氏系と

されていたことになる。

 ここで他の「山」を氏名に有する氏族の系譜について

簡単に触れておこう。②の落別王・祖別命は⑥の五十同

足彦男蛉に当たる前述のイカダラシヒコの1同母兄である。

④の味内宿禰はタケシウチノスクネの異母兄弟（r孝元剤，

尾張連粗館鵬蛛峨高千鯛売所生，味師内密柵や弟（応神妃』

九年四月条，甘美内宿禰）とされるが，本来は，タケシウチノ

スクネとともに，和珂臣系であったとみられる（黒田11995

年）。⑤⑨はそれぞれ物部連系・尾張連系である。⑦の天

御影命は前述の和珂臣と関わるものと同名であり，山代

根子も「天孫本紀」のホノアカリ九世孫玉勝山代根方命

と通ずる。⑧は出雲系であるが，出雲を平定したとされ

ているのが『記』でヤマトタケル，『紀』で吉備武彦と武
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淳河別（r崇神妃」六十年七月己酉条）である。阿倍臣遠祖武停

河別がオホヒコの子とされたのは，オホヒコが孝元皇子

とされた「天皇記」段階であり，それ以前はヤマトタケ

ルの子でオホヒコの兄弟とされていたとみられる（拙著I

第二章二，拙著皿第十章皿）。吉備族の祖稚武彦命も同様に本

来ヤマトタケルの子とされており（拙著I第二章二），現系

譜ではハヘイロド所生であるが，それは先ず欽明～敏達

段階で継体妃藁媛が染上され，r天皇記」段階でハヘイロ

ネとハヘイロドに分立されたとみられる者である（黒田，

1鰯隼）。大田祝山直も，三輪山に関わるとすれば，大物

主神の祭祀にイカガシコヲが関係していることから，物

部連とのつながりを有していると言い得るので，r山」を

氏名に有する氏族は，いずれも少なくとも何等かのかた

ちで和珂氏系に関わるということになる。

 以上のように，ハヤブザワケ・メトリの討伐者やそれ

と関係する者も和同氏系に関わる。残されるのは討伐者

やそれに関わるとみられる者が山部達（剛），吉備品遅

部・播磨崖伯直・近江山君㈹⑭であることの事情であ

るが，ハヤブザワケ・メトリ説話とイチノヘノオシハ関

係伝承とが関わりを有するとみられることは，それを追

究するための一つの手掛りになると思う。

皿 イチノヘノオシハ関係伝承との関係

 イチノヘノオシハは，市辺之忍歯王（r履中細r泊事記」

順宗刮）・市辺押磐皇子1「榔細則立前条・榊輔張二年十

一月条・順宗紬即位前剰の他，市辺忍歯列王（r湖軸）・

市辺忍歯王（r顕宗記」）・市辺王（順宗劃），磐阪市辺押羽

皇子（r風中紀」元年七月壬礫）・天万国万押磐尊（傾宗紀」即

位前条）・磐坂皇子（傾宗紀』元年二目是月条），市辺天皇命（胴

順風土記』美観）とも表現される。磐坂は大和国

城上郡，現桜井市の岩坂が遺称地であり，前述の三輪山

南産の出雲と初瀬川を挟んだところに位置する。市辺は，

京都府城陽市市辺とする説もあるが，「顕宗紀」即位前条

の弘計上の唱に「石上振之神椙，伐本載末，於市辺官治

天下天万国万押磐尊御高僕是也」とあるので，やはり布

留，『延喜式』神名上の山辺郡石上市神杜の周辺とみるの

が良いと思う。磐坂は多目との関係が考えられる地域，

市辺は和珂臣と密接に関わる地域ということになる。

 イチノヘノオシハの妻藁媛は継体妃黄媛の染上とみら

れる（黒田，1蜥年）ので，仁賢・顕宗の本来の生母は不

明としなければならない。また，イチノヘノオシハの生

母クロヒメは，『記』『紀』ともに葦田宿禰の女としてい

るが，「履中紐即位前条に太子が羽田矢代宿禰の女黒媛

を妻としようとしたとあるように，羽田（波多）臣出白と

いうのが元の系譜であり（鞠，1997年），羽田臣は本来和

珂臣系とみられるものである（黒田11脳年）。葦田宿禰が

葛城系である可能性は未だ残されているが，クロヒメは

和珂臣系である。しかし，クロヒメの前に，「履中紀」六

年二月癸五条に蹟としたとある鯉魚磯別王女で鷲住王

（讃岐国造・阿波国脚咋別始祖）妹である太姫郎姫と高鶴郎姫

のいずれか（後者の蓋綱生の方が大きい）がイチノヘノオシハ

の生母とされていたこと，これは多目系であったことが

考えられる（黒田，1gg7年）。イチノヘノオシハは，人名そ

のものに関わる地名と生母・妻の出自とが，名臣・和珂

臣と関わるということである。

 イチノヘノオシハ伝承に関わる人物は，雄略やオケ・

ラケを除けば，『記』では佐々木山君之祖名韓常（r安康刮）

のみであるが，『紀』には雄略則立前条に近江狭々城山君

韓借と幌内佐伯部売輪（更名仲子），顕宗即位前条に幌内日

下部連使主と子吾田彦が見える。オケ・ヲケ二王に関わ

っては，「清事記」に山部連小楯（針間国之宰）と針間国の

人民志自牟，r清寧紬二年十一月条とr顕宗紀」則立前

条とに播磨国司山部連先祖伊与来目部小楯（r踪紐元年

四月丁未条に『前播磨国司来日榊渤とある）と赤石郡繕見屯倉

首忍海部造細目（順宗組Iはr縮見屯倉首』とのみ記す）が見え

る。また，イチノヘノオシハの埋葬地等と関わって，「顕

宗記」に置目（出自不副と韓傭之子等，r顕宗紬元年二

月・五月条に韓備宿禰とともに置目とその兄狭々城山君

の祖倭借宿禰とが見える。

 佐伯部の始祖伝承は知られないが，その伴造について

は，『録』にr大伴宿禰同祖道臣命七世孫室医大連公之

後也」とある佐伯宿禰（劫榊州中，天武十三年十二月に違から

麟醐㊥の他，木板王乃命男丹波真太玉の役とする佐伯

連（左京神別中），天雷神孫天神人命の役とする佐伯造（右

榊刷上），景行皇子稲背入彦皇子の役とする佐伯直（右京

靱下，河内国靱1Dが見える。その他，『同本三代実録』貞

観三年十一月十一日幸巳条に，讃岐国多度郡人書博士正

六位下佐伯直豊雄等十一人に佐伯宿禰を賜姓し左京職に

隷したことが見えるが，続いて，伴宿禰善男奏言に引く

佐伯直豊雄の歎に「先祖大伴健同連公，景行天皇御世，

随倭武命，平定東国，功勲蓋世，賜讃岐国，以為私宅。

健日連公之子，健時大違公子，室屋大連公之第一男，御

物宿禰之胤倭胡違公，允恭天皇御世・始任讃岐国造』

倭胡連公，是豊雄之別和也。一・」とあり，讃岐国の佐

伯の統率氏族佐伯直は中央伴造佐伯連と同和としている。

佐伯の伴造に大伴連系と和同氏系とがあったことは事実

であるが，和同氏系が本来的であり，大伴連系とする系

譜は後にできたもののようである（黒岡，2009年）。

 肩下部連の祖。はヒコイマス（職工山城国皇別日下部宿禰条・

摂津国靱1」日楠嬉禰斜やその子サホヒコ（r舳記1，蝿河

内国皇別日下腿条）とされ，同下部首・日下部も同様であ

るが，いずれにしても和珂臣系である。忍海部造（忍濁音）
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は天武十年四月に忍海進鏡・荒田・能麻呂が連に改姓さ

れ，十二年九月に忍海造が氏として連を賜姓されている

が，始祖系譜は知られない。但し，『録』河内国皇別に「開

化天皇皇子比古南牟須美命之後也」とする忍海部を載せ

るので，目下部と日下部連の如く，他の部の組とその部

の伴造の相とが共通する例からして，忍海部造と忍海部

も祖を同じくしていた可能性がある。然らば，比古曲牟

須美命は和珂臣系（黒田、1991年，1996年）であるから，忍

海部造も和珂臣系ということになる。

 イチノヘノオシハ及ぴオケ・ラケに関わっての登場人

物は前節で見た狭々城山君・山部遵とともに，佐伯部・

目下部連・忍海部造も全て和同氏系と関わり，しかも，

ハヤブザワケ・メトリ説話の登場人物とは，山部連と山

部連，狭々城山君と近江山君に加え，佐伯部と播磨佐1伯

直との対応もみられる。異なるのは，イチノヘノオシハ

関係説話に日下部遠と忍海部造，ハヤブザワケ・メトリ

説話に吉備品遅部がそれぞれ登場していることと，前者

の山部連小楯の本姓が伊予来日部と『紀』に見えること

であるが，イチノヘノオシハ関係説話にそれらが登場し

ている事情についてみておきたい。

 狭々城山君がイチノヘノオシハ殺害に関わって登場す

ることについては，その本拠が近江国蒲生郡篠笥郷であ

り，イチノヘノオシハ殺害の地とされるr久多綿之蚊屋

野」（陵願，）r来由綿蚊屋野」（胆略紬即位前条〕r蚊屋野」

（囑宗紬即位前条）r来田繁蚊屋野」（同元年二月期条）r擢

綿野」1播磨国風土記』美翻鰯も蒲生郡とみられるの

で，この地縁によると考えることができるように思う。

 山部連がイテノヘノオシハ関係説話に登場しているこ

とは，狭々城山君との関係で考えられないか。顕宗紀」

元年五月条に「狭々城山君韓常宿禰，事連謀殺皇子押磐。

臨謙叩頭言詞極鬼天皇不思加戯，充陵戸兼守山。削除

籍帳，蒜山部遠。推倭傭宿禰，因妹置目之助，価賜本姓

狭々城山岩氏」と，狭々城山溜韓常宿禰を山部連に隷し

たとあり，この記述には狭々城山君が山部連に関係して

いた（他の山を鵠ける氏族も同様とみられる）ことが表わされ

ているからである。

佐伯部は，佐伯違胞が宮門の守衛に関わった1綱，

2009年）ことから，幌内として登場しているのは理由が

あると言い得る。

 日下部は日向のカミナガヒメ所生剛二徳皇子女とされ

ているオボクサカ（「仁徳副は波多毘献郁子の亦名とする〕’

草香幡棲姫皇女（r雄略組1元年三周王弄粂r仁徳紀」二年三目戊

寅条・「安康紀』元年二月戊辰朔条は幡稜皇女とし，『仁徳刮は波多毘

能若郎女の亦名を若日下部命・王，r安康鋤は若日干王とする）に関

わる名代の如くであるが，若日下部王（命）・若日干王と

革香幡棲姫皇女のいずれにしてもオボクサカの同母妹と

して作為されたものであり，本来はクサカが〔ホムタノ〕

オシロワケ女ハダヒノワカイラツメ所生の履中皇子で安

康后中帯姫（r安康紬二年正月己酉条・r雄略紀」圓附前条）の同

母兄弟，イチノヘノオシハの異母兄弟とされていたと考

えられる。オボクサカは安康によって殺されたとされる

が，これは安康后とクサカとの血縁関係からしても，安

康がオボクサカの子マユワによって殺害されるという説

話の伏線として造作されたものであり，実際の安康殺害

は雄略によってなされたとみられる（趾拙著皿第十章I）。

しかし，オボクサカが殺されたという説話には何等かの

背景をなすものがあったのではなかろうか。ここで思い

当たるのが「雄略紀」即位前条にイチノヘノオシハ殺害

と同月伎康三年十月）にその同母弟ミマ（御馬王，御馬皇子）

も三輪君身狭の許へ交遊に注ごうとしたところを趣軍と

三輪磐井側で戦って捉えられ刑せられたとあることであ

る。オボクサカはイチノヘノオシハとともに雄略に殺さ

れたという伝承の存在が想像されるのである。

 『紀』には，オボクサカには難波吉師同委蚊父子が仕

え，オボクサカが坂本目祖根使主の議…1で安康に殺され

た後，日香蚊父子三人が自ら刎ねて死に（安康元年二月戊辰

朔菊，その後根使主の悪行が発覚して同根で官軍に殺さ

れ，子孫を二分して一分を大草香部民として皇后に賜い，

難波吉士同香々の子孫に大草香部吉士を賜姓した（姻針

四年四月甲午朔条）とある。オボクサカに難波吉師日香蚊父

子が仕えていたとあることは，難波吉師（吉士）の一族に

草香部吉士が存在したこととの関係で理解できる。坂本

臣は和泉国和泉郡坂本郷を本拠としたとみられるが，「雄

略紀」の記述から南方の目板郡まで勢力圏が広がってい

たことも窺われる。ともかく，坂本郷の東北方に大鳥郡

日部郷があり，大草香部吉士はこの周辺に関わっていた

ことが想定される。また，坂本吉士も知られる（r皇極紀」

元年二月戊申条）。地縁関係からすれば，坂本臣と〔大〕草

香部吉士，ひいては難波吉士とは何等かの関係を有して

いたとみられるのではなかろうか。難波吉師は，前述の

ように，渡来系噺羅系）でありながらオホヒコ系，ひい

ては和同氏系との関係を伝えるものである。

 坂本臣は「孝元記」に木角宿禰の後で紀臣同視，『録』

に「紀朝臣同和，紀角宿禰男白城宿禰之後也」（i諒蜘上

坂本朝臣菊，「紀朝臣同和，彦太忍信命孫武内宿禰命之後

也」（摂潮到靱1腹水臣翁，「紀朝臣同和，建内宿禰男紀角宿

禰之後也。男白城宿禰三世孫建同臣，団居賜姓坂本臣。

日本紀合」術衆国靱1阪本朝臣剰とある。坂本臣の祖建日

は大伴連遠祖武目（唾仁細二十玉年二月甲子条「景行紬四十

年七月条・是歳条）と同名であるが，それらは本来同一人で

あったことが想定され，また，坂本臣は，紀臣とともに，

その同族大家臣（r馳和泉国勤1Φ・文部首（和超勤。・掃

守田首（右京勤吐，和泉国勤1Dを通じて，和同氏系との関
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係が想定される（黒田、2009句。坂本臣の祖がオボクサ力

説話に関わって登場していることについては和現氏系と

の関係が考え得るということである。

 忍海部造については，「履中記」に市辺忍歯王妹妹青海

郎女の亦名として飯豊郎女とともに忍海郎女，「清事記」

に「忍海郎女，亦名飯豊王，坐葛城忍海之高木名刺宮也」，

「顕宗紀」則立前条のr譜第日」に仁賢・顕宗妹（一本姉）

飯豊女王の亦名として忍海部女王，同即位前清寧五年正

月足月条にr天皇姉飯豊青皇女於忍海月刺宮，臨朝乗政，

自称忍海飯豊青尊」，とあることとの関係が想定される。

イヒトヨとイチノヘノオシハ・仁賢・顕宗，及び雄略・

清寧との本来の系譜関係（拙著皿第九章）はともかく，これ

らの記述に忍海（忍海部）とイチノヘノオシ八等とのつな

がりが示されているからである。顕宗・仁賢が発見され

た繕見屯倉の首が忍海部造性とされていることはこのこ

とと関わることは推測に難くない。

 山部連については，ここでは小楯に関して，播磨国司

で本姓が伊予来胃部とあることと，r顕宗紀」元年四月丁

未条に「前播磨国司来目部小楯……乃拝山官，改賜姓山

部連氏。以吉備臣為副，以山守部為民」と記されている

こととを取り上げたい。『播磨国司」や『針間国之宰」（「清

事記」〕のみならず，オケ・ヲケ二王発見説話自体が造作

ではあるが，播磨が舞台となっていることは，二王が，

雄略死後，吉備族等を支持勢力として，清寧に対抗した

とみられること（拙著皿第十章I）に関わると思う。縮見屯

倉で発見されたというのも，縮見地域と一王との関係を

伝えているのかもしれない。ともかく問題は，r国司」と

表現されるものが伊予来日部や来肩部という部娃である

ことと，〔伊予〕来胃部と山部連との関係である。

 前者について。『紀』が久米直の存在を否定しているか

の如くであることを勘案すれば，『紀』の原史料には「来

日直小楯」などとあったことが考えられるのではなかろ

うか。伊予来日部は，伊予国久米郡と関わるとすれば，

r国造本紀」に久味国造とある氏族によって統率された

こと，久味国造は，神魂尊十三世孫伊与主命を祖とする

と記されているが，久米郡に隣接する浮穴郡を本拠とす

る浮穴直が大久米命の後薔とされている（r続日本後紀』承

和元年期丙子条）ことから，中央伴造久米直と同じ大久米

命を祖としていたことが想定され1黒田，2009年），氏姓も

久米直であったことが天平壮年四月甘五目付の『写書所

解」に伊予国久米郡天山郷戸主久米直熊鷹等が見えるこ

とによって推測される。

 久米部の地方伴造としては，他に紀伊の紀同前来日連

（r雄略紀1九年三月条），周防の久米直艇喜八年r周防国玖珂郡

玖珂郷戸籍』），石見の久米連（『貝本三代実録』貞観九年十月三目

戊辰菊が知られる。周防国の久米直は周防国造〔周防〕

凡直の一族とみられる。石見国造はr国造本紀」にr紀

伊国造同和蔭佐奈朝命児大屋古命定賜国造」とあって直

性の紀国造1祖は神童産霊命五世孫天道根命〕系であり，国造

には直性が多いことからして，直性であった可能性があ

るが，石見の久米連は，琴雄が那賀郡権大領外従八位上，

福雄が主帳外少初位上とあるので，国造の系統であり，

連改姓されたものであることが想定される。紀同前菜目

連だけが連姓であり，「雄略紀」の記述から紀臣と関係し

たもの，紀直の一族で連改姓されたものということも想

像されるが，不明である。久味国造を含めて三例程しか

実例が見当たらないが，来日部も国造を通じた統率が想

定されるように思う。周防国造は茨城国造同和でアマツ

ヒコネ系（祖励口米乃意美）である。

 久味国造はカミムスヒ系と伝えられているので，r国造

本紀」からカミムスヒ系国造を挙げると，久味・石見・

紀伊三国造に加え，大伯1七世孫佐紀足尾）・吉備中県（十世

孫明石彦）・阿武（十世孫喋波々命）・淡道1九世孫知足尾）・天

草（十三世孫建鴫松命）・高津立（紀直同相大名茅彦命児若彦命〕六

国造となる。これらの諸国造は，アマツヒコネ系国造も

含め，和同氏系との関係は見出し得ても爆田，2007年，

20①8年），久米直と直接関わりを有するとみられるものは

見当たらない。伊予国の久味国造（蛛直）・来日部だけ

が中央の久米直と関係しているのであり，このことが小

楯が伊予来日部とされたことと関係するとみられるので

はなかろうか。

 山部連賜姓・山守部管掌等については，r清寧紀」則立

前条に，皇太子に乱を起こした星川皇子を救おうとして

船師を率いてきたが，鰯妥されたことを闘いて帰った上

道臣等の山部を奪った，とあることを前提とすれば，小

楯は吉備地域の山部・山守部を管轄したとも解し得る。

しかし，これらの記述は，山部連が山の産物を管掌する

中央伴造とみられること，前記の狭々城山君韓傭を山部

連に隷したというr顕宗紀」の記述からすれば，独自に

吉備族が管轄していた山民や産物が，いつの段階がは不

詳としなければならないが，大和政権の介入・支配を受

けるようになったことが説話化されたものであり，また，

諸国の山部・山守部が国造を通じて統率されたことを示

すものと考えられる。来日部は軍事関係の部ではあるが，

農耕にも関わり，r景行記」にr凡此倭延命，平国廻行之

時，久米直之祖，名七巻脛，値為膳夫以従仕奉也」とあ

り，「景行紀」四十年七月戊戌条にも，久米直の祖などと

は見えないが，同本武尊の東伐に際して「以七掬脛為膳

夫」とあるように，膳夫と同様の役割も果たしたことが

知られるので，来胃部小楯が山部連を賜姓されたという

記述は，造作ではあるが，久米直と山部連の職掌の関係

に基づいたものと書レ鳴る。

以上のように，ハヤブザワケ・メトリ説話とイチノヘ
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ノオシハ関係伝承とは，登場人物が全て和同氏系と関係

するとともに，両所伝に共通する氏族も見られる。相違

するのは，前者に同下部連と忍海部造が，後者に吉備品

遅部がそれぞれ見えないことと，前者の播磨佐伯直が後

者で佐伯部となっていることである。目下部連と忍海部

造が前者に見えないことについては，それぞれオボクサ

カとイヒトヨとに関係するものであることから理解でき

る。吉備品遅部が前者に見える事情と，播離伯直と佐

伯部との相違については現段階では明確には論じ得ない

が，オケ・ラケと関わる播磨国に注目して，関係すると

みられることについて記しておこう。

 イチノヘノオシハの幌内が佐伯部で部姓であることに

ついては，「仁賢細五年二月辛卯条に「普求国郡散亡佐

伯甑以佐伯部仲子之後，為佐伯造」とあり，当段階で

佐伯部の中央伴造が設置されたとあることと関係するの

ではなかろうか。この仁賢朝での佐伯造賜姓というのは，

佐伯部の中央伴造佐伯遠の祖とされる大伴室屋（㈱左京

神別中佐伯宿禰条）や室屋の子御物（r古勝家鋤，室屋の孫

で語の子の歌（r伴氏系図』）がそれぞれ雄略，清寧・仁賢・

顕宗，武烈前後の世代になることとほぼ対応すると言い

得るのであり，実際の佐伯部の編成は五世紀末以降とみ

られる。ハヤブザワケ・メトリ説話で，佐伯部やその中

央伴造ではなく，播離伯直が登場しているのは，この

ような事情と関わるのではなかろうか。しかし，播磨国

の地方伴造である事情が問題として残されるが，二点ば

かり関係することが考えられるものがある。

 一っぱくヤブザワケ・メトリ説諭ミイチノヘノオシハ

関係伝承と関わることから，後者と播磨との関係による

ことが挙げられる。いま一つは佐伯部の地方伴造の組と

の関係である。「景行紬五十一年条にヤマトタケルが神

宮に祓った佐伯部を御諸山の傍に移した後，播磨・讃岐・

伊予・安芸・阿波五国に分置したとある。前述した播磨・

讃岐両国の佐伯直以外では，『日本後紀』延暦十五年十一

月己酉条に安芸国沼田郡采女佐伯直那賀女に外従五位下

を授けたこと，『日本三代案鍋貞観十二年七月十九目己

巳条に阿波国三好郡少領外従八位上仕直浄宗等五人に佐

伯直を賜姓したことが見え，姓からして，安芸・阿波両

国も国造の一族僅伯直が伴造であったことが窺われる。

「国造本紙によれば，阿岐国造の祖は天湯津彦命五世

孫飽速王命，粟国造は高量産霊尊九世孫千波足尾である。

前者は取り敢えずは地方豪族系とすべきものであり，後

者はタカミムスヒを通じて和同氏系との関係も推測され

る（黒田，2008年，2009年）が，針間国造ほど明確ではない。

伊予国の佐伯部の伴造は不詳とせざるを得ないが，以上

からは播離伯直が和珂氏系との関係カ撮も大きいとみ

られるということである。

 品遅部は，ホムヅワケの実在性を示すために設置され

た名代とすれば，ホムツワケは元来の継体の父系の祖と

されていたとみられる者（吉井巌，1967年、鯛，2006年）で

あるから，継体に関わって設置されたもので，重要な位

置を占めたとみるべきであろう。品遅部の地方伴造は，

出雲国楯部郡に撒舘晴が一例知られる（噸衆国史』八十

七，配流，延暦二十甲六月丁巳条）が，吉備品遅君他，様々な

部が国造一族によって管掌されていたことが知られる出

雲（凡治部君，神門郡，天平十咋咄雪国犬搬給歴名帳」）を始

め，大和（当麻呂遅部君、r播磨国風土剤賀毛部品遅榊條，後述）’

山城（品遅君、神亀三年r山背国愛宕郡雲下璽計帳』，出雲国の凡治部

君と関わる可離あり）・伊勢（伊勢品遅君，r靴馳）・越前（品

遅部君，坂井郡，天平神護二年十月二十一日付「越前国司解」等，大領

もあり）・但馬（品治部惹天平十隼噸馬国正税帳』，少穀）各国

全て君娃であるという特殊性もこのことと関わるかもし

れない。但し，高志国造は越前例噸）国石川郡味知郷周

辺を本拠とする遺君であり，但馬国造は君娃の可能性が

ある（臓磨国風土記』揖保郡越部星条に安閑朝の人として但馬創樺

が見え、個造本紀」は吉備品治国造を多遅麻銅祖とする）ので，

越前と但馬の品遅部君・品治部君は国造の一族がもしれ

ない。ともかく，伝えられる品遅部の伴造の祖は，吉備

品遅部君が日子坐三四世孫息長目子王（r脳ヒ記」），品治部

君が彦蕗賛命（r天躰紀」），伊勢品遅部君も目子坐王孫・

大俣王子曙立王（r開化記1）であり，和珂臣と関係する。

ホムヅワケもその生母がヒコイマス女サホヒメで，正し

く和珂臣系であり，このことが「天皇記」段階で継体の

父系の祖が応神に変更された事情の一つとみられる（拙著

1第一章八，黒田，1111年）。主犯は播離伯直とされている

ようではあるが，品遅部がメトリの玉を取ったことに関

わっているのは，ホムヅワケと継体との関係の改作と一

連のもののようにも思われる。

 播磨性伯直と吉備品遅部とが『紀』でハヤブザワケ・

メトリ討伐者として登場していることと関係して，『播磨

国風土記』賀毛部品遅部村条に「品太天皇之世，品遅部

等遠祖前玉，所賜此也改号品遅部村」，同郡上鴨里・下

鴨星条に前玉についてr侍従当麻呂遅部君前玉」とある

ことに注意したい。この記述は播磨に当麻呂遅部君が統

括する品遅部が分布したとしていると解されるが，一方，

吉備品遅君も，同祖の金澗同宗君を介して，播磨国とつ

ながる。当麻晶遅部君の始祖は伝えられないが，「開化記」

はヒコイマスの子用昊王を「当麻」で共通する当麻勾君

の祖とする。小俣王は伊勢品遅部君の祖曙立王の父大俣

王の弟とされているので，当麻呂遅部君は当麻勾君と同

視（r姓氏家系大群螂とみられるかもしれない。少なくと

も，品遅部の伴造と和珂臣系との関係は否定し難いこと，

当麻と和珂臣との関係は当麻勾君（またr天躰紀」開化条に

崇繍彦蛭にr当麻股上灘祖1と酒オ）を通しても窺えるこ

とからすれば，当麻呂遅部君と吉備品遅部君とが何等か
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の関係を有していたことは推測に難くない。ともかく，

播磨国の品遅部の伴造については，「開化記」の系譜から

は吉備品遅君，『播磨国風土記』からは当麻呂遅部君が想

定される。品理部村がある賀茂郡は「国造本紀」の針間

鴨国造た関わる地域であるが，第II節で見たように，針

翻．島国造と針間佐伯直とは毛野放と関係する同和的系譜

を有していた。この針間鴨国造の勢力圏に品遅部が分布

していたことは，『細で播磨佐伯直と吉備品遅部とが登

場していることと関わるのではなかろうか。

 『吉備品遅部」は吉備品遅部君と直接関わる謂ば特定

的な部ではなく，吉備地域に設置された品遅部という一

般的なものとみることもできる。この場合，「吉備」の範

囲が問題となるが，『播磨国風土記』が前玉に賜ったとす

る品遅部村のある賀茂郡に南接する印南郡は，『記』『紀』

がヤマトタケル生母ハリマイナビノオホイラヅメを吉備

族出自としていることから，吉備族の勢力圏とみられる

地域である。賀茂郡周辺も同様とみることができるよう

に思う。何故「品遅部」なのかということは不明である

が，播磨佐伯直と関係を有することでは，吉備品遅部君

も当麻呂遅部君も問題があるということによるのかもし

れない。

むす ぴ

 以上，ハヤブザワケ・メトリ説話に関して，蘇我臣系

による和珂臣系系譜の変改と同様，和珂臣及びそれと関

係する氏族の否定という目的を持って造作されたもので

あること，イチノヘノオシハ関係説話とのつながりがあ

ることを述べてきた。

 両説諭欄わりを有する事情は不詳とせざるを得ない

が，イチノヘノオシハ関係説話は，登場人物等に作為が

施されており，全体としては『説話」であるが，雄略に

よってイチノヘノオシハが殺され，雄略死後にその子オ

ケ・ラケが清寧等に対抗して結局雄略系を倒したという

史実に基づくものである（拙著皿第九章）。蘇我臣は雄略系

と関わった（同）ことからすれば，対立する側のイチノヘ

ノオシハ関係説語を基に，仁徳に対抗するハヤブザワ

ケ・メトリ，及びその討伐者で悪役的存在である者を作

り上げたことは想像される。しかし，『記』『紀』で討伐

者が山部連と吉備品遅部・播磨佐伯直とで相違する。

『紀』で山部連が討伐者となっていないことは山部連賜

姓が顕宗朝のこととされていることと関わるとみられる

ことは言うまでもないところであろう。『記』で山部連人

楯が討伐者となっていることはイチノヘノオシハ関係伝

承での小楯と正しく対応するが，悪役でしかも最後は死

刑に処せられている。『紀』における播磨佐伯直阿俄能胡

も否定的な現われ方であるが，私地を献じて死を蹟って

いる。この山部連の否定の理由は不詳とせざるを得ない

が，あるいは，小楯が雄略r蘇我臣系に対抗した仁賢・

顕宗を発見した「功績者」とされていることに対するア

ンチテーゼとしての造作であるのかもしれない。
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